
彪彩

玉

い ままで は、 川崎 市 の子 ど もの意見 な ど しか 聞 く事 が で きなか った け ど、 今 回 は ちが う県 の人

（お となの 方） 達 と話 し合 う事 が で きて、 大変 よか った と思 い ます。 い い意 見 な どを 「川 崎子 ど

も夢 共 和 国」 に も取 り入 れ てい きた い と思 い ま した。 これか らも、 ほか の県 の 人達 と話 し合 う き

かいがあれば、ぜ ひ参加 してい きたい と思います。 吉岡麻 由美

自分 の知 らなか っ た こ とな どをい ろ い ろ知 る こ とが で き、 これ か らの勉 強 にな る と思 い ます。

ずっ と、 いつ まで も続 け てい って ほ しい と思 い ます。 小 林 智 光

1 日 目は、 交流 を して、 こん な にた くさん の友達 が で きる と思 っ てい なか った の で とて もうれ

しか った です 。

自分 た ちの先 輩 がつ くっ た本 が た くさん売 れ て よか っ たです 。

ハ ンガ リーの ジ ジ・ トオ トさんの 話 を聞 き、 普段 僕 達 が 「外 人 、外 人 」

方々 に とっ てい や な言 い方 だ とい う事 が は じめ てわ か りま した。

み ん なイ イ人 ば か りで、 話 な ど もとて もよか った です 。

私が発 言 す る こ とに対 して も、 しんけ ん に聞 い て下 さって うれ しか っ た。

5 j

平宮 風 見

と言 う事 が 、外 国人 の

小 坂 忠 広

大川原朋子



＊子 ど もが 2 人 しか い なか っ た けれ ど とて も発 言 しや す か った 。

＊一人の話す時間が長 くて他 の人の話す時間が な くなって しまったのが残念だった。

＊教師や生徒、専業主婦 などいろいろな立場 の人が集 まったので、いろいろな視点か らの意見が

聞 くこ とが で きた。 大 井 和

近 江八 幡 市 の報 告 は子 ど もだ けで は で きな い部分 を、周 りの お となの人 が う ま くサ ポー トして

いて 、 子 ど も とお と な が う ま くコ ン ビ ネ ー シ ョ ン を とっ て い る こ とが よ か っ た と思 い ます 。

午 後 は子 ど もお とな合 同 で話 しを しま した。 午前 よ り、 み ん な緊 張 が ほ ぐれ て意見 が 活発 にで

ました。 自分 は最 近 、都 会化 され て い る部分 が 多 いの で発 達 す る こ とが いい こ となのか 、考 えて

もらい たい と思 い ます 。 後 藤 寿 治

「障害 」 児 と共 に生 きる人達 が何 人 か い て い ろい ろ な話 しを聞 い て、 私 もな にか で きる事 が あ

ればっ と思い ました。 阿部枝里子

お久 しぶ りです。長 野 も少 しず つですが、 暖か くなって きました。 なが しも しやす いです。あ、 な

がし とい うの は、 私 と智 光 くん とも う一 人 でや ってい る んで すが 、駅 前 で夜 、 歌 を うた うこ とで

す。歌 が 大好 きな ので知 らない人 に聞い て もら うの は とて も楽 しいです 。智 光 くんは ギ ターです 。

さ て 、 フ ォ ー ラ ム の こ と で す が 、 フ ォ ー ラ ム に参 加 し た こ と は 私 た ち 二 人 に とっ て 、 と て も い

い経験 に な りま した 。 た くさんの い ろ い ろな考 えを持 っ た人 に 出会 えた し、 日本 の様 々な地域 の

みん なが、 子 ど もの権 利 につ い て考 え てい る こ とを知 りま した。 班 で分 か れ て話 し合 った時 は違

う地域 の高校生の話が出て、私が特 に心 に残 っているのは恵ちゃんの三部制 の学校で、二部 はよ

くあ るけ ど、 三部 とい うの はめず ら しい な と思 い ま した。 聴 くと全 国 に は私 た ちの知 らな い形 の

学校 が た くさん あ る と思 い ま した。 みん なや っ ぱ り校 則 に不 満 を持 ってい る こ と も分 か りま した。

とにか く、私 た ち 2 人 に とっ ては飛 行機 に乗 って、 九州 へ行 った こ と自体 、 大 きな勉 強 にな っ

たの に、 フ ォー ラム に参 加 して本 当 に た くさんの ‘‘発見 ” を した し、 た くさんの 人 との 出会 い も

あって忘 れ られ ない 2 日間 とな りま した。私 た ちが 無事 に 2 日間過 ごせ た の は、 フ ォー ラム の皆

さんの親 切 の おか げ だ と思 い ます 。 あ りが とう ご ざい ま した 。

さて、 私 た ち ヒュー マ ンボ イ スの最 近 の活 動 は、 9 月初 め に予 定 してい る ライ ブ、個 展 の準 備

です 。「光 りた い、 自分 の 個性 を見 て もらい たい 」 とい う考 え で 日々が ん ば って い ます 。 自分 の

訴えた い こ と を、 歌 や絵 、 詩 な どの形 でた くさん の人 に見 て も らい ます 。 まだ まだ形 に な ってい

ませ ん が、 必 ず成 功 させ たい と思 って い ます 。

最 後 に フ ォー ラ ムは本 当 に行 って よか った と思 う し、 いい経 験 も しま したが 、 それ を うま く文

にす る こ とが で きな くて ごめ ん な さい。 で も私 た ち 2 人が 今 まで にな い大 きな感動 と長野 に帰 っ

てか らの ボ イス に大 きな意欲 を持 っ たの は確 か です 。 いつ か また会 い ま しょ う ！

平書風見・小松智光
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フォー ラム の感 想

＊オー プニ ングの表現 方 法が 良か った。布 の柔 らか さが志 向の 柔軟 さにつ なが る と思 い ま した。

＊こん なに た くさんの子 どもた ちが様 々 な活 動 を して い る こ とに驚 い た。

＊今 まで子 ども抜 きで集 いや学 習 会 が 開か れて い たの で 、子 ども と同 じ レベ ルで 話せ た こ とは

大 変心 が 豊 に な りま した。 また、 しっか り考 え を持 って い るの に驚 きま した。素 直 さ感性 の鋭

さに も感心 しま した。 ジェ ン ダーの分 科 会 も続 けて下 さい。

＊条約 の 九州 バ ー ジ ョンはい い発 想 だ と思 ったが 、 い ろい ろ な地方 の言葉 が ごち ゃ混ぜ に なっ

ていて わか りづ らい し、 この ごろ あ ま り使 われて いない言 葉 もあ って、子 ど も自身の言葉 になっ

てい な い よ う七 聞 え ま した。 さ らに、子 どもた ちが 日頃話 してい る方 言 で の各 地域 版 を作 る と

いい と思 い ます 。

＊批准 され た ときに は喜 んで い た けれ ど、 内容 も深 く学 習 しない ままで した。 そ してそ の あ と

の効 果 や運動 につ い て も頭 の中 か ら離 れ てい ま した の で、全 国や 国際 的 な動 きを生 に学 ぶ こ と

がで きたことが良かったと思い ます。特 に 「子 どもの権利委員会」 の勧 告、総括所見の解説 を

聞 くこ とが 出来 たの は良 か っ たで す。

＊川崎市 の取 り組 み を う らや ま し く思 い ま した。教 育委 員会 の メ ンバ ーが どの ような考 えを持 っ

て い るか で、 行政 の在 り方 が大 き く変 って くる と思 い ます 。今 日の よ うな会議 に は市 ・ 県 の教

育 関係者 も他 の地 域 の情 報 を得 るた め に もぜ ひ出席 すべ きだ と思 い ます。

＊子 ども、 親 、教 師 そ れぞ れ の立場 か ら意見 を聞 けて 良か った と思 い ます 。 学校 内で この よ う

な 3 者 で フ ォー ラ ムが 開 けれ ば もっ とい ろ い ろな学 校 内 の問 題 な どの解 決 に少 しは効 果 が 出 る

の で はな いか と思 い ます 。

＊分 科 会 で、僕 は心臓 病 だけ ど、 そ の こ と とか あ ま り話す 機 会 が今 まで なか った ので、 話 を し

た り聞 い た り出 来 て よ か っ た 。

＊好 き 興 味・関心 の あ る）な トピ ック を選 択 して 参加 で きる こ とは詳 し く学 べ る点 で も良 か っ

た。私 は「不登校 に学ぶ」 に参加 したが、それを実際 に体験 した子 どもたちの意見、 またそ う

い う子 どもた ちの保 護者 の意見 ・ 悩 み な ども聞 けて充 実 して いた 。

＊C A P お と なセ ミナ ーが とて も分 か りや す か っ た。 お となが 変 る こ と （加 害者 の権 利 も大切

にす る こ とを理解 す る こ と） の大 切 さ を感 じま した。 そ して この セ ミナーが 草 の根 で広 が り、

多 くの人 に浸 透 す る こ との大切 なの だ と分 か りま した。

＊世 界 の 子 ど も・ 日本 の子 どもの写 真 や話 が い ろい ろ あ って よか った。

＊ワー ク した こ とで 自分 自身が わか った。 そ れ ぞれ の グ ルー プが 状況 を見 てつ なげ て くれ る人
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がい て、 1 つの 大 きな グル ー プ にな った ところ が よか っ た。

フォー ラム後 の取 り組 み

≪生活の中で≫

＊‘‘「子 どもの権 利 」 の た め’’とい うので はな く、「もっ と子 ど も一 人 ひ と りを理解 し、 受 け い

れ る こ とが で き、子 ど もが窮 屈 に感 じな い って い うの は どん な こ とか」 とい う原 点 に戻 って み

て、 そ こか らこの権 利 条約 につ い て考 え てみ た い。

＊私 は 「男 も女 もそ して誰 もが 主役 ！」 の分科 会 に出席 した が、 自分 の 身近 な と ころで男 女 の

意 識 をお 互 い に確 認 しあ え る よ うな雰 囲気 を私 か ら作 っ てい きたい と思 った。

≪学 校 で≫

＊校 則 を変 えた い ！ と思 っ た らや っ ぱ り、 一緒 に変 えて い く友 達 を作 っ て行 くこ とが 、 一番

大 事 な こ と だ ろ う と思 っ た 。＿

＊も う ち ょっ と勇 気 を 出 し て み よ う と思 っ た 。

≪職 場 で≫

＊社会 同和教育 を担 当 していますので、機会ある度に 「子 どもの権利条約」につ いて触れたい

と思 い ます 。所 属 す る行 政 は あ ま り期待 で きませ ん の で、 自分 の権 限 の 中で の と り くみ で小 さ

いか も しれ ませ んが や って い きた い と思 い ます。

＊この集 会 の こ とや、 資料 を 同和 の同僚 や 担 当者 な どに広 め て行 きます。

≪サ ークルで≫

＊育 児 サ ー クル 、 自分 の育 児 な どの 場 で考 える材 料 に した い

＊子 ど も劇場 の 中 で学 習会 を 3 回準 備 してい ます 。 で きるだ け今 い る地域 の 中 で実現 で きる よ

う に伝 え、 また 自分 た ちの もの に して い きた い です 。

＊苛 立 ち、悲 しみ 、不満 を吐 き出す 場所 づ く り。 夢 を与 え る子 ど も応 援 団、 劇 団、 クラ ブ活 動

な ど の サ ポ ー トを し て 行 く。

＊子 ど もだ か ら と無意 識 に考 えて、押 し付 け て しま うこ とが多 か っ たの で はな いか と反省 して

い ます 。 子 ど もは子 ど もな りの考 えだ けれ どもその子 の判 断 で、行 動 しよう と して い る こ とは

保 証 して あ げ よ う と思 い ま した。

＊アジ ア太平 洋 子 ど も会 議 に関 わ った こ とが あ ります。 子 ど もの権 利 条約 フ ォー ラム とと もに

良 くな って い って くれれ ば と思 い ます。 これ だ けの仲 間が い た こ とを知 って驚 きです 。何 の取

り柄 もあ りませ ん が、 ぜ ひ お手伝 い させ て下 さい。 寂 しい子 ども をな くす た め、 子 ど もが表 現

で きる ため に何 で もや らせ てい た だ き ます 。
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《地 域 で≫

＊地域 で こん な フ ォー ラムが 開 け た ら と思 い ます 。

＊家庭 相 談 員 と して 日々疑 問 ばか りで す。 子 ど もの権 利 実現 のた め に何 か した くて も社 会 の重

圧 で私 自身つ ぶ され そ うです 。

＊「子 どもの権利条約」 を広げる上で、P T A 、 子 ども会、子 ども会育成会へ のアプローチが大

事 だ と思 い ます。

＊大学の 中に広 め ようと思 う。教 育大 なので、け っこ う関心持 って くれそ うです。大事府 の知 って

い る人 が 来 てい たの で、 そ の人 た ち と協力 して青 少 年育 成 や 人権 まつ りとか で太 宰府 の 中 に も

活動 を広 め たい。 小 さい子 か らお とな まで、 人の和 を作 って大 き く大 き くしてい きた い と思 う。

＊児 童 セ ン ター建 設 にあ た り子 どもの意 見 や母 親 の意見 が 反 映 され る よ うな活 動 を したい。

≪市民活動≫

＊子 ど も法、 子 ど も条例 、 子 ど も都 市 宣 言 をめ ざす活 動 を市 民 レベ ルで広 げた い。 キ ー ワー ド

は 「オ ンブ ズパ ー女 ン」 と 「子 ども参 画 社 会」 だ ろ う。

＊「まちづ く りと子 どもの参 加 」分 科 会 の よ うに、 子 ど もが 自分 の思 っ てい る こ とを言 う とい

う機 会 が 普 段 あ ま りな い の で 、 ま ち づ く り を テ ー マ に い っ し ょ に 語 り合 う こ と を し て み た い

です。

＊“子 どもの権 利条 約 ’’です の で、 “子 ど も” が主役 です す め る方法 が 良 い と思 う。 お とな はそ

の子 どもた ちの活 動 でつ きあ た る壁 を ど う取 り除 く活 動 を してや れ るか と考 えて い ます 。

＊まず 行政 、 議員 さん らに働 きか け てみ よ うと思 い ます 。今 日み た い な場 に 出て きて もら う と

良 か った です ね。 議 員 さんに学 習 して も ら うのが なか なか大 変 で はな いか と‥…・。

本フ ォー ラム 実行 委 員 会 に もとめ る こ と

≪子 ども たち を主役 に≫

＊も っ と も っ と子 ど も を集 め て 下 さ い （実 行 委 員 に も）

＊お となのか た に は も う少 し遠 慮 して いた だ きた いで す 。

＊子 どもの意見 を聞 く場 を もっ と広 げ た方 が良 い と思 った。

＊全 体 会 の ときに子 ど もた ちか ら出た こ とを勉 強 、反 省材 料 と して、 お とな も子 ども も成 長 す

る フ ォー ラ ム で あ る よ う に 。

≪活動の継続≫

＊全 国各 地 に この よう な集 ま りが で き、全 国 の な るだ け広 い地 域 に広 げて い くこ とは重要 だ と

思い ますので、福 岡地区での活動を何 らかの形 でぜひ継続 させ、隣接 の地区などへ広 げて行 け

れ ば 良 い と思 い ます。

＊毎 年 よい刺 激 と して フ ォー ラム を楽 しみ に して い ます 。 必 ず来 年 も参 加 した いの でお 願 しま
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す。「継 続 は力 な り」 だ と思 って い ます 。

＊具体的に動 き出せる ところ までがんばって欲 しいですね。県や各市町村に条例の制定 を求め

て学習会や署名活動 を進めていけた らいいです ね。

＊学校 で 出張 フ ォー ラム な どが で きれ ば大 変効 果 的で は ない か と思 い ます 。

＊イベ ン トに終 わ らな い よ うに 日常 の交 流 や子 ど も主体 、 お となの 自己満足 に な らない よ うに

お 互 い に 頑 張 りま し ょ う。

≪地 域 ・ ネ ッ トワー ク≫

＊い ろ い ろ な活 動 を して い る人 た ちを結 ぶ とい うこ とは とて も大事 だ と思 い ます。 これ か らも

こん な集 ま りを どん どん して下 さい。 他 の分科 会 の様 子 も知 りた い です。

＊ネ ッ トワ ー ク を 大 切 に （子 ど もネ ッ トワ ー ク み た い な も の が で き る と い い な と思 い ます 。

＊こ うい う会 の情 報 を もっ と知 りた い と思 うの で、連 絡 先 な どを資料 に して下 さい。

＊九州 は権利 意 識 が広 が りに くい土 壌 で あ る と思 い ます 。九 州 で の 開催 をよ ろ し く。

≪反省点や提案≫

＊全 国的 な認 知 を もっ と上 げ る努 力 をす るべ きだ と思 い ます 。

＊も う少 し連 絡 を徹 底 して ほ しい。 予定 変 更 が わか らなか っ た り、 今後 どうす るの か不 明 な と

ころが 多 か った。

＊みんなが責任 を持 って体制 を作 る実行委貞会 にして下 さい。

＊今 回 の分 科 会 の報 告 書 が ま とめ られ た ら と思 い ます。 記 録 、V T R な どの ダ ビ ング、貸 し出

しが で きれ ば と思 い ます。

＊分科 会 で はお とな と子 どもの交 流 が難 しい ため もっ と大 きな スペ ー ス （例 えば 、 1 つ の部屋

を開放するなど）長時間交流する場所が必要ではないか。
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樋口 けい子

98年 1 1月 14 日、 15 日福 岡で 開催 され た フ ォー ラム は、 のベ 90 0人以 上 の参 加 で盛 会 に終 わ る こ

とが で き ま した 。

東 京 、大 阪 、神 奈 川 と、都 合 5 回 開催 されて きた フ ォー ラ ムは、 全 国 か ら参加 者 を迎 え、子 ど

もの権 利条 約 にかか わ る様 々な 団体 と個 人 の ネ ッ トワー クを作 って きて い ます 。初 め て大都 市 圏

から地方へ 開催 地 を移 す とい う全 く予 想 のつ か ない中で準 備 をすす め て きた実 行委 員会 の メ ンバ ー

にとっ ては、 た くさん の方 と出会 えて たいへ ん うれ しい成果 だ った と思 い ます 。

こ こで は、 子 ど もの権 利 条約 の ネ ッ トワー クづ く りか ら始 ま った実 行 委員 会 や、 今 回 の フ ォー

ラムが で きる まで につ い て報 告 します。

子ど もの権 利 と福 岡

6 月 に 「国際 子 ど も権利 セ ンター」 と 「子 ど もの 権利 条 約 ネ ッ トワー ク」 の呼 びか けで準 備 会

が開か れ ま した。 フ ォー ラム代 表 の喜多 明人 さん の説 明 を うけ て、福 岡 で も権 利 条約 を広 げ て行

くチ ャ ンスで もあ るので 、福 岡で の 開催 を実 現 し よう と実 行 委員 会 の メ ンバ ー を呼 びか けて い く

こと に な り ま し た 。

今 まで福 岡 は子 どもの権 利 に関 してマ イナス の イ メー ジで 全 国 のマ ス コ ミに登 場 して きて い ま

す。 体 罰 、「自死 」、 学校 の校則 問 題、 子 ど もの薬物 使 用等 々。 これ らは、 子 ど もの人権 にあ ま り

敏感 で は ない とい う地 域 の課 題 を示 してい るの で は ない で し ょ うか 。 しか し一 方 で 、「子 ど もの

権利条約の批准 を進め る会」

年には福 岡県 「子 ども会議」

にな っ た と い え ます 。

実行委員会の発足

が結成 され、九州各地で批准 の会が運動 を進めてきた経過や、 199 6

がで き、 九州 の ネ ッ トワー クに広 が りつ つ あ っ た こ とが 開催 の 契機

6 月の準備会では、集会のテーマ、実行委員会の呼びかけ、事務局づ くりなどが話し合われました。

7 月20 日の第 1 回 目の実行委貞会では活動の要 となる事務局が問題で したが、九州大学社会教

育研 究室 で 引 き受 け てい た だ くこ とに な り、 1 1月 に向 け て活動 が ス ター トしま した 。

実 行委 員 会 は、 開催 まで に 8 回 開 きま したが 、毎 回実行 委 貞会 の メ ンバ ー が増 えて行 くよ うな

会に しよ うとそれ ぞ れが声 をか け る こ とに しま した。 また、 実行 委 員 が会 に参加 して 、子 ど もに

かかわ る問題や権利条約の学習がで きるようしました。い じめ・体罰、不登校、少年法 の問題、
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C A P プ ログラム、国際理解・多文化理解教育、 ジェンダーの問題、権利条約 の現状や ジュネー

ブ会議 についてなどそれぞれの分野 で活動 して来た実行委員が問題提起 を担 当して学習 し、少 し

ずつ共通理解がすす んでい きま した。

回 を重 ね る毎 に実 行 委員 会 の メ ンバ ー は増 えてい き、 ネ ッ トワー クが少 しず つ広 が りは じめ ま

した 。

フォー ラ ム を支 えて くれ た人 々

9 月か らは、企画内容 と担 当、 自治体への後援のお願い、賛同団体の募集 など仕事 もおおわ ら

わで した 。企 画 内 容 につ い て は、今 回の フ ォー ラムで こん な こ とを した い と夢 （ ？） を だ しあ っ

て、実 行 委貞 の気 持 ちが 盛 り上 が ります。 今 回 の フ ォー ラム は子 ど もとお となのパ ー トナー シ ッ

プ、 自治体 との建 設 的対 話、 地域 での 条約 普及 を 目指 した交 流 をめ ざす とい う もの で した。 その

ため に は、今 まで よ り もっ と子 ど もたちが 主体 的 に参加 で きる もの に し、 企 画か ら多 くの子 ども

がか か わっ て 自分 た ちの フォー ラム を作 る よ う した い と考 え ま した。全 体 会 の イベ ン ト、進 行 、

未来 ネ ッ トワー クを全 面 的 に子 ど も会議 の 人達 が 担 当 し、 さ らに分 科会 で も子 どもた ちの 問題提

起をで きるだ け保 証 して行 くよ うに 申 し合 わせ ま した。 また、「子 ど もに分 か る言 葉 は どん なお

とな に も分 か りやす い の で は ないか」 な どの発 言 もみ られ る よ うに な り、 お とな と子 どもの垣根

を低 く して い く方法 も話 し合 い ま した。

また、 全 国 か ら集 ま る子 ど もた ちの旅 費 を補 償 す る取 り組 み もす す め られ ま した。『子 ども権

利セ ンター』 で は参 加 の ため の 「奨 学金 」 を集 め 『ネ ッ トワー ク』 で は独 自の カ ンパ 活動 が 行 わ

れ、福 岡県 「子 ど も会 議」 で は、 100人 の会 員 に旅 費 を支 出 して くれ ま した。 しか し、 のベ3 00人

に及ぶ 子 ど もの 交通 費 を補 助 す る の は とて も大 変 で 、賛 同者 や 団体 に カ ンパ を して も らった り、

会場 で カ ンパ を募 った りして よ うや く賄 うこ とが で きま した。移 動 の 自由や集 会参 加 の 自由が保

証され ない子 どもた ちの権 利 が た くさんの 協力 で 守 られ た よ うな気 が します。

第二 に行政 との関係では、福 岡県、福 岡県教育委員会をは じめ近隣の14の 自治体 か ら後援 をし

ても らう こ とが で きま した。 また、福 岡県 人権 啓 発 セ ン ター は会 場 をふ くめ て全面 的 に協 力 して

いただきました。問題提起 に川西市・川崎市・近江八幡市の行政担当者が 自治体 としての取 り組

みを提 起 して くれ た り、地 元 の大 野城 市 か らは子 ど も参 加 の 町づ く りにつ い ての報 告 が あ った り

して全 国 的 に行 政 の と り くみ が すす ん でい る こ とが感 じられ ま した。

第三 に広 範 な人 の交 流 の ため に は、多 くの人 に参加 して もらい たい と考 え、 マ ス コ ミへ の働 き

かけには力 をいれ ま した。記者 レクチ ャーだけで な く、 ポイ ン トになる取 り組 みの前 には資料 ファ ッ

クス を流 し、 取材 の依頼 を しま した。 ミニ コ ミ誌 に もい くつ か取 り上 げて も らい ま した。新 聞 6

回、 ミニ コ ミ誌 3 回、 ラジ オ 2 回の登 場 で 、反 響 が か な りあ った とい え ます。

これ らの 、活 動 は、 64団体 20 0人 の賛 同者 の支 援 に よる もの で した。本 当 に多 くの 人 に支 え ら

れた活動で した。
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福岡での課題 は

どんな内容 の フ ォー ラムにす るのか につい て は、 当然前 回 まで の論議 をふ まえて今 日的 な課 題 ・

地域 的な課題 を どう盛 り込 むかが課 題 です。98年 は、お りしもジュ ネーブ会議 で 日本政府 か ら出 さ

れた レポ ー トに対 して国連人権 委員 会が勧 告 を 出 した年 です。 この こ とは、地 域 に はほ とん ど知 ら

れて い ない状 況 があ りま した。実行 委貞 も一 か らの勉 強で したの で、 プ レフ ォー ラム もこのテー マ

を取 り上 げ ま した。地域 か らの権利 実現 に向けて は、 もっ ともっ と広報 が必 要 だ と思 い ま した。今

まで は、 国の政策 や、教 育 の問題 と して、家庭 の 問題 と して語 られ るこ との多 か った子 ど もの権利

の問題 が、 地方 自治体 の具体 的 な課題 なの だ とい うこ とが この フ ォーラ ム開催 に よって知 る こ とが

できた と思 い ます 。 地元 と して もう一 つ こだ わった の は、 マ イ ノ リテ ィーの 問題 を取 り上 げ る こ

とです。 多文化、 障害児 、 ジェ ンダーの問題 が分科会 と して討論 で きた のは成果 だ った と思い ます。

この フ ォー ラムが福 岡で の ゆ るやか なネ ッ トワ ー クに広 が るこ とが、 これ か ら開催 の課 題 とし

て残 され てい ます 。
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九州バージ ョン作 りを通 して

下川 京 子

98年 1 1月 14 日こ ど もの権 利 条約 の幕 開 け は、子 ど もの権 利条 約 を九 州 弁 で訳 した九 州バ ー ジ ョ

ンと子 どもた ち に よる 「子 ど もは 人 間です 」 の元 気 なパ フ ォーマ ンス で始 ま りま した。

子 ど もの権 利 条約 の 政府 訳 を最 初 に見 た時 、子 ど もた ちは 「こん な に酪 し くって ほん とに子 ど

もの ため にあ るの か な」 とい う印象 を もち ま した。 そ こで 文章 ご との キー ワー ドを抜 き出 し、 身

近な言 葉 にお きか えて い きま した。「世 界 中 の誰 だ っ ち ゃ、 ば さ らか 大事 か 人 ばい」「お いた ちが

子ど もや ろ うが 一 人 の人 間 と して認 め て くれ んね 」「 ど ぎゃん人 で ん 大事 大 事 にす る こつ で、 我

がた ちの社 会 や 生活 を よ う して い こ うち決 め た った い」 だ ん だん と形 にな って い きま した。 第 12

条の意 見 表 明権 を 「子 ど もば って ん、 自分 の意見 ば国 にい うこ とだ っ ち ゃで きる とよ」 と訳 した

時、「で も、 先 生や 親 に言 って も無 駄 だ ろ う し」 と思 い 、「こげ んか、 決 ま りが ち ゃん とあ る とに、

日本 で は誰 に言 うた らよか と」 と付 け加 え ま した。 また、「家庭 」 を訳 す る時、「家 族 の ない 人 も

いる よ」 とい う意見 が 出 て、 親 で な くて も自分 た ち を受 け 止め て くれ る場 所 とい う意味 で 「の び

のび で きる場 所 」 と訳 し、ま した。 な に よ り、 政府 訳 の文 章 がお とな に もわ か らな い くらい難 しい

言葉 で、 とて も子 ど もには理 解 で きない もの で あ り、 問題 で あ る こ とな どい くつ も考 え させ られ

るこ とが で て きま した。 しか し、訳 を して い く過 程 で条 約 の 内容 や意 味 が よ り身近 にな り、愛 着

がわ い て き て 「や っ ぱ り、 私 た ち が もっ と も っ と、 学 習 して た く さ ん の 人 た ち に 知 っ て も ら わ な

いと、私 た ち の権 利 を守 っ て もら うこ とが で きない ん じゃな いか な」 とい う感想 を子 ど もた ち は

もち ま した 。 多 くの 人 た ち に知 っ て も ら い た い と い う こ と で 、 福 岡 市 内 で チ ラ シ 配 り を し なが ら、

子どもた ちは それ ぞ れの 思 い をマ イ ク を通 して訴 えて い きま した 。

「子 ど もが 参加 す るの に、 お となば か りの 考 えで、 分科 会 の運 営 が されて い て、 これ で は 限界

があ ります」「子 ど もの 権 利 を話 し合 うはず なの に、 子 ど もの視 点 が少 なか った。 司 会者 がお と

なば か りだ っ た り、 ジ ロ ツ とみ られた りして子 どもに意 見 が言 わせ ない雰 囲気 が あ る」 との不 満

が子 ど もた ち か ら上 が りま した 。 た くさん の子 どもた ちの参 加 に満 足 して いた お となた ちに子 ど

もた ち か ら問 題 が 指摘 され ま した。 そ れ は、「子 ど もの権 利 条 約 」 の実 現 とい うフ ォー ラ ムの趣

旨に かか わ る大切 な指 摘 で した。子 ど も とお となのパ ー トナ ー シ ップ とい いなが ら、 分科 会 へ の

子ど もの参加 につ い て、 配慮 が足 りなか っ たの です。 子 どもが お客 さん で はな く、 お とな と とも

に学 ん でい くため の、 第 一歩 を教 えて も らう と向時 に、 自分 た ちの意 見 を きち ん と ま とめ て、 指

摘で きる力 を子 ど もた ちが 身 につ けて きて い るこ と を実 感 しま した。 この三年 間の活 動 が子 ども

たちを意見表明権の主体者 としで成長 させ、 また、実際の生活の中で、生か してい く力 につながっ

てい ます 。

6 2



彪
力

（ 子どもの権利条約フォーラム・九州バージ ョン）

どこの誰 で ん、 人 に好 か ん思 い ば させ た らで けん。 そ ん こつ が、 自由 で、 そ らごつ の なか、 平

和な世界 ば作 るったい。

世界 中の誰だっちゃ、ばさらか大事か人ばい。そ して どぎゃん人でん、大事大事 にす るこつで、

我が た ちの社 会 や生 活 ば、 よ う して い こ うち決 め た った い。

差 別 は どぎゃ ん こつ あ っ た って許 さん。 そ ん こつ ば世界 中の 人 と決 め た った い。

うち らが （おい た ちが） の び の び生 きてい く為 に は、 た ま に ゃお とな の助 けや 力 ば貸 して もら

わない か ん。

い ろん な家族 が あ る ばっ てん 、 うち らが （お い た ちが） の び の び暮 らす為 に は、家 族 に も助 け

が要 るたい。

おいた ちが （うち らが） の びの び と育 っ てい くにはの び の びで きる場 が 欲 しか。

おいた ちが （うち らが ）子 ど もや ろ うが、 一人 の 人 間 として認 め て くれ んね。 そん してお い たち

は（うち らは） 大事 に され て生 きて い きたか ね。 育 って い きた か。

こん こつ は、 ど こん国 の子 ど もっで ん安心 して生 きて い け る ごつ 、 み ん なが決 め た約 束 ば い。

姦

この条約 の締約 国 は、

国際違令憲章において宣明 された原則によれば、人類社会のすべての構成員の固有の尊厳及び平等のかつ奪

い得 ない権 利 を認 め るこ とが世界 におけ る 自由、 正義 及 び平 和 の基礎 を成 す もので あ る こ とを考慮 し、

国際連合加盟国の国民が、国際連谷憲章において、基本的人権並びに人間の尊厳及び価値 に関す る信念を改

めて確 認 し、 かつ、一 層大 きな 自由の中で社 会 的進歩 及 び生 活水．準 の向上 を促進 す るこ とを決 意 した こ とに留

意し、

国際連各が、世界人権宣言及び人権に関する国際規約 において、すべての人は人種、皮膚の色、性、言語、

宗教 、政 治 的意見 その他 の 意見、 国 民的若 し くは社会 的 出身、財産 、 出生 又 は他 の地 位 等 によ るいか な る差別

もな しに 同宣 言及 び規約 に掲 げ るすべ ての権 利及 び 自由 を享有す る ことがで きるこ とを宣 明 しお よび合・意 した

こ と を認 め 、

国際連 合 が、 世界 人権 宣 言に おいて、 児童 は特 別 な保 護及 び援助 につ いて の権 利 を享有 す る こ とがで きるこ

と を宣 明 した こ とを 想 起 し、

家族が社会の基礎的な集団として、並びに家族のすべての構成員特に児童の成長及び福祉 のための自然な環

境と して、 社会 において その責任 を十 分に 引 き受け る こ とがで きるよ うな必要 な保 護 及 び援．助 を与 え られ るべ

きで あ る こ と を確 信 し、
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児童が、 その人格の完全 なかつ調和 のとれた発達のため、家庭環境の下で幸福、愛情及び理解のある雰囲気

の中で成長 すべ きで あ る ことを認 め、

児 童 が、社 会 に おいて個 人 と して 生活 す るため、 十分 な準備 が 整 え られ るべ きで あ り、 かつ、 国際連 合憲 章

において 宣明 され た理 想 の精 神 並 び に特 に平和 、尊厳 、 寛容、 自由、平 等及 び連 帯 の精 神 に従 って育 て られ る

べきで あ る こ と を考 慮 し、

児 童 に対 して特 別 な保 護 を与 える ことの必要性 が、 l？2 4 年 の児童 の権 利 に関 す るジ ュネー ブ宣 言及 び l？5 ？

年I l月2 0 日 に国際連 合・総 合 で採択 され た児 童 の権 利 に関す る宣言 に おいて述 べ られ て お り、 また、 世界 人権

宣言、市民的および政治的権利に関す る国際規約 （特 に第 2 3 条及び第 2 4 条）、経済的、社会的及び文化的権

利に関する国際規約 （特 に第 10 条）並びに児童の福祉に関係す る専門機関及び国際機関の規定及び関係文章

にお い て 認 め られ て い る こ とに 留 意 し、

児 童 の権 利 に 関す る宣 言 に おい て示 されて い る とお り 「児 童 は、 身体 的、 及 び精神 的 に未 熟で あ るため、

その出生 の前後 におい て、 適 当な法的保 護 を含 む特 別 な保 護 及 び世 話 を必 要 とす る。」 こ とに留意 し、

国内の又は国際的な里親委託及び養子縁組 を特に考慮 した児童の保護及び福祉についての社会的及び法的な

原則 に関する宣言、少年 司法の運用のための国際連合最低基準規則 （北京原則）及び緊急事態及び武力紛争に

おけ る女子 及 び児 童の保護 に関す る宣 言の規程 を想起 し、

極 め て困難 な条件 の下 で生 活 してい る児童 が世界 のすべ ての 国に存在 す るこ と、 また、 この よ うな児 童 が特

別な 配 慮 を必 要 と して い る こ と を認 め 、

児童の保護及 び調和のとれた発達 のために各人 民の伝統及 び文化的価値が有す る重要性を十分に考慮 し、

あ らゆ る国特 に開発途 上 国に お ける児 童 の生活 条件 を改 暮す るた めに 国際協 力が重 要で あ る ことを認 めて、

次 の とお り協 定 した。

◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇◇

0 1 番 目の約束

こ ん き ま りで は 18 才 に な らん み ん な を 「子 ど も」 っ ち 言 う っ た い 。

0 2 番 目の約束

子 どもは自分や親の生 まれ、はだの色、男女 の区別、 ことば、信 じる神様、考 え方、お金、体

の こ と、生 まれ とか で は差 別 されん ば い。

国 は、 子 ど もみ ん な に同 じに、権 利 が も らえ る ごつ が ん ば らな いか ん たい。

0 3 番 目の約束

う ち ら の こ と を す る と き は 、 う ち らに と っ て え ー ら い 役 に た つ よ う に考 え に ゃ い か ん 。

国 は、親 とい っ しょに うち らの幸 せ ん た め に、 げ－ らい が ん ば らない か ん。

国 は、 うち らの幸せ んた め に、 施設 ば ち ゃ－ ん とつ くって か ら働 か ないか ん ばい。

0 4 番 目の約束

国 は、 この 約束 が 決 め た うちの権 利 ば守 る ごつ、小 さな約束 ば決 めて しっか りが ん ば って も ら

わ ない か ん。
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自分 の 国 の力 だ けで で きん時 は、他 の国 とい っ し ょん な って が んば らな いか ん とばい。

0 5 番 目の約束

国 は、 うち らが幸 せ に暮 らせ る ごつ、 うち らの 回 りの 人 た ちが教 えた り、助 け た りす る こつ ば

一番 に考えないいかんばい。

0 6 番 目の約束

うち らみ ん な は、 だれか に 「め しつ かい」 ん ごつ され て生 きた りせ ん で よか とばい。

国 は 、 う ち らみ ん な が 人 間 ら し ゅ う、 で っ か く長 生 きで き る ご つ 、 ぎ ゃ ば しっ か りが ん ば ら な

いかんばい。

0 7 番 目の約束

うち らには、 生 まれ た時 か ら、 名 前 や 国籍 を知 っち ょか な いか ん。 そ れ と、 自分 の親 は どん な

人 なの か、 親 に育 てち も らえる権 利 もあ る とばい。

国 は 、 国 籍 を も っ ち ょ ら ん 子 ど もが お らん ごつ 決 ま り を つ く っ て 、 他 の 国 とい っ し ょに ぜ っ た

い 国 籍 を持 っ ち ょ う よ う に せ な い か ん と。

0 8 番 目の約束

うち ら子 ど もは、 国籍 や ら名前 や ら、 それ と、 家族 との 関係 を大 事 に され る と。

国 は、 うち らの 国籍 や ら名 前 や ら、 そ れ と家 族 の 関係 や らが の うな って し まった 時、 す ぐに も

と ど お り にせ な い か ん ごつ な っ ち ょる と。

0 9 番 目の約束

うち らは、親 とい っ し ょに暮 らせ る権 利 を持 っ ち ょ－ ばい。 ば って ん、 親 とい っ し ょに暮 ら し

よって 幸せ じゃな い時 は、 親 とい っ し ょに暮 らさん でい い と。

うち らが 親 と暮 らさん よ うにな る時 は、 決 め られ ち ょう手続 きをせ ない か ん。

親 と暮 ら さ ん よ う に な っ て っ ち ゃ 、 う ち らは 親 と会 え る権 利 を 持 っ ち ょ う と ば い 。

うち らや親 が 悪 か こつ をや らか して 罰 や らを うけて、 親 とは なれ ち ょ う時 は、 国 は、 うち らが

い や な思 い をせ ん な ら、 親 や子 ど もが どげ ん暮 らしば しよ う とか を教 え ないか ん 。

0 10番 目の約束

親子 が 別 々 ん国 で暮 ら しよ った ら、 親子 が会 え る ごつ 、 ち ゃん と国 は考 えて会 える ごつ しち ゃ

らな な らん 。

親子 が 別 々 ん国 で暮 ら しよ った ら、子 ど もは親 と時 々会 え る ごつ なっ ち ょう と。 親子 が会 うた

め に今 住 ん じ ょう国 を出 た りした時 は、 ち ゃん とそ の 国 に帰 れ る ごつ な っち ょう とばい 。
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0 1 1番 目の約束

自分 の住 ん どる固 か ら、他 の 国 とか に連 れ てい かれ ん ご とす る権 利

子 ど もや け ん て勝 手 に どっ かの 国 に連 れ て いか れ ち ゃい かん と、 自分 の 国 に帰 りた か時 は帰 っ

て い い と。

だ け ん、 国 と国 は力 を合 わせ て 、 そ げん か いや な 目にあ う子 ど もが 出 らん よ うにせ ん とい か ん

と 。

0 12番 目の約束

意見 は言 うて もよか権 利

子 ど もばっ て ん ち ゃん と自分 で 考 え よ るけ ん、 その 意見 ばみ ん な に言 うて よか と。

子 ど もば って ん、 自分 の 意見 ば国 に言 う こ とだ っ ち ゃで きる とよ。 こげん か決 ま りが ち ゃん と

あ る と に 、 日本 は だ れ に 言 う た ら よか と。

0 13番 目の約束

自分 の 考 え を頭 とか体 とか、 い ろ ん な もん ば使 って 表す こ とや、知 りた い こ とを知 った り出 し

た りす る 自 由 。

し ゃべ った り、 写 した り、 書 い た り、措 いた り、 踊 っ た り、楽 器 ば な らした り、 どげ んか 方法

で でん ち ゃ表 して よか と。

ば って ん、 そ げんす るこ とで、他 の人 にい や な思い させ た り傷 つ けた りす るや り方 はや め とこ。

0 14番 目の約束

宗 教 も考 え る こ と も、 正 しい と思 う こ と もみ ん な 自分 で決 め られ る とや ん。

宗 教 ば、 自由 に決 め て もよか。 どんか こつ ば考 えて もよか。 なん ば正 しい ち考 え て も よか 。 み

ん な 自由 たい 。

こんか風 に 自由 に で きる ご と国 は、 親 が子 どもばい ろ い ろ助 け る こ とば、 大事 にす る とたい。

ば って ん、 そ げ んす る こ とで 、他 の人 にいや な思 い させ た り、傷 つ けた りす るや り方 は、 や っ

ぱや め とこ。

0 15番 目の約束

グ ル ー プ ば つ くっ た り、 仲 間 と集 ま っ て 会 を し て も よか 自 由 。

子 ど もだ っ ち ゃ 自分 た ち で、子 ど もの集 ま りばつ くっ た り、 話 し合 い とか ば や った りして よか

権 利 が あ る と。

こん権 利 は、 自由 にや って よかば って ん、 み －ん なぜ ったい、生 きるため の権 利 とか 自由 ば じゃ

ま し ち ゃ い か ん と。
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0 16番 目の約束

ひみつ ば守 っ て も らえ る権 利

子 ど もん家族 や ら、 家 や ら、電 話 の こ とや らひみつ は守 らに ゃいか ん て。 そ れ で、友 達 とか と

の 関 係 も悪 く し ち ゃい か ん と。

この権 利 は、 国の決 ま りで守 られ る とばい。

0 17番 目の約束

知 りたか こつ が いつ で も知 れ る こ と

子 ど もだ っ ち ゃ幸 せ に、 自分 ば大切 に して お となに な らる る ご と、社 会 の こ と とか 、 困 った時

に どげん 支 えて も らえる とか、 知 った りとか、 自分 の心 と体 を大 事 にす る とに役 に立つ （知 り

た か こ と） ば 、 い つ で も、 ど こで も知 らせ て も ら え る と よ。

子 ど もに、 大事 か 「知 りたか こ と」「知 った方 が 便 利 か こ と」 ば 、 テ レビ・ ラ ジオ・ 新 聞 とか

が 知 らせ ん とい か ん。子 どもが 不 安 に なっ た り、 お となが勝 手 に思 い こんで い る こば流 しち ゃ

い か ん と よ。

子 ど もに役 に立つ ご と 「知 りたか こ と」「知 っ た方 が便 利 か こ と」 や 、 プ リ ン トとか 本 ば作 っ

て、子 ど もが分 か りやす か ごと して、 他 のい ろい ろ な国 とだ っち ゃ伸 ようせ ん といか ん とばい 。

少 な い数 の人 た ち・ 人 ちが う文化 ば持 っ とらす 人 た ちの子 ど もは、 が っ ば、 大事 に しとか なね 。

子 ど もば大事 にせ んで よか 、 と思 わせ る ごた るす らごつ とか 思 い こみ ば広 め ち ゃい か ん と よ。

0 18番 目の約束

親は、責任 を持 って子 どもば育てやん。

お母 さん も、 お父 さん も、子 ど もば育 て る責任 が あ る と。 子 ど もば育 て る時 は っ さい、 子 ど も

が 「ばっ さろ幸 せ 」 て思 える ご といつ も考 えや ん とよ。

だ け ん、 国 は親が 安心 して子 ど もば育 て られ る ご とせ や ん とよ。

そ して っ さい、 国 は、働 い て い る親 ば持 つ子 ど もが 、 親が 育 て とる ごた風 に大 事 に育 て られ る

場所 や ら、育 て る人 ば用 意 して育 て ん とい か ん と。

0 19番 目の約束

権 力 ば まちが った使 い方 した り、 ほ った らか しした りす る ごた お とな た ちか ら、 子 ど もば守 る

こ と 。

国 は、子 どもば育 て る人 が 、権 利 の使 い 方が まちが っ とる こ と とか 、 ほ った らか しとか 、 自分

勝 手 か こ とか ら子 ど もば守 らん とい かん とよ。

国 は、子 どもが い や な思 い や えす か思 い ばせ ん よ うに、 ち ゃ－ ん と しらべ た り守 り通 せ る ごた

る法律 ばつ くらん といか ん と。
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0 20番 目の約束

家 庭 を取 られ て しまっ た子 ど もを育 てや ん 。

国 は、 親や ら家 族 とかが お らん子 ど もや ら子 どもに とって悪 か ごた る家 族 が お る子 ども を助 け

に ゃい か ん と。

国 は、 こげん か子 ど もを親 ん代 わ りに育 て に ゃい か ん と。

国 は、 こげ ん子 どもを育 て る時 、 そ の子 ど もが 育 っ て きた民 族、 宗 教、 文 化 、 こ とば、 考 え方

や らもぜ － ん ぶ大事 にせ に ゃいか ん と。

0 2 1番 目の約束

子 どもが ちが う人 の子 ど もにな る時 は、 そ の子 ど もが 一番 よか ち思 う形 にな らない け ん。

0 22番 目の約束

国 は、外 国 か ら逃 れ て きた子 ども を助 け な いか ん。

0 23番 目の約束

この 約束 ば した 国 は、 障 害 ば持 っ とる子 ど もた ち こそ、 一 人 の人 間 と して尊 敬 され、 自分 の力

で生 きてい け る よ うにせ な いか ん。

0 24番 目の約束

子 どもは元 気 が一 番 ば い。子 どもが 病気 に な った ち ゃ、 お 金が なか った っ ち ゃ、お 医者 さん に

み て も ら う こ とが で き る と よ。

0 25番 目の約束

子 ど もが体 や心 の病 気 に なっ た ら、 そ の痛 院の や り方 が 自分 にお う とるか どうか しらべ て も ら

わ る る と よ。

0 26番 目の約束

国 は、 子 ど もが ふ とな るた め に しっか り助 けな いか ん。

0 27番 目の約束

国は、子 どもが必要 な食べ物や洋服や住 む家ば用意せ ないかん。

0 28番 目の約束

国 は、勉 強 で きん子 どもが世 界 中 に一 人 もお らん ご とな る ごつ 、知 識 ば 身 につ け られ る よ うに

せやん。
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0 2 9番 目の約束

国 どう しの集 ま りで 一人 ひ と りが認 めあ え る世界 ばつ くらに ゃ。

0 30番 目の約束

子 ど もは誰 で ん、子 ど もた ちば と りか こむ集 ま りの文化 ば守 って、 そ れ ば大切 にす っ こつ がで

き る 。

0 3 1番 目の約束

子 ど も は 、 自 由 な 時 間 ば も っ て 、 遊 ん だ り リ ク レー シ ョ ン ば した り芸 術 ば 楽 しん だ りで き っ た

い。 そ んた め、 国 は、 い ろ んな こ とをせ ん といか ん っ たい。

0 32番 目の約束

子 ど もは、安 か金 で働 か され た り体 や心 ばお びやか す仕 事 を させ られ た りは、ぜ ったい で きん。

そ んた め、 国 は、 これが 守 られ る法 律 をつ くらん とい か ん し、 守 らせ ん といか ん ば い。

0 3 3番 目の約束

国 は、 シ ンナ ーや ら麻 薬 や らば作 っ た り、 売 った り、使 うた りす る こ とに子 ど もが利 用 され ん

よ う にせ ん と い か ん と。

0 34番 目の約束

国 は、 他 の 国 と協 力 して子 ど もが暴 力 ば うけ た り、 金 も うけ に使 われ た りせ ん よ うにせ ん とい

かん。

0 35番 目の約束

国 は、 他 の 国 と協 力 して、 子 ど もが売 り買 い され ん よ うにせ ん とい か ん。

0 36番 目の約束

子 ど もが不 幸 に な らん よ うに、 国 は、 どげ な こ とで もせ ん といか ん たい。

0 37番 目の約束

子 ど も に ひ どか こ と ば した り、 子 ど もの 命 や 自 由 を う ば っ た りす る こ と は で き ん 。 そんた め、

国は、 い ろん な努力 をす る った い。 た とえ、子 ど もを逮 捕 せ ん とい か ん時 も、 で きっか ぎ り子

どもが は よ幸 せ にな る ご と国 はせ ん とい か ん。

0 3 8番 目の約束

ぜ った い 国 は、 子 ど もを戦争 にか ん けい させ ち ゃな らん。
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0 3 9番 目の約束

この決 ま りに書 いて あ る こ とが 守 られ んで 、傷 つ い た子 ど もが お った ら、 国 は、 子 ど もが健 康

で み ん な と く らせ る よ う にせ ん とい か ん 。

0 4 0番 目の約束

罪が み とめ られ ん 問 は、罪 が ない に決 まっ とる。 罪 が は っ き り した時 は、 子 どもが 立 ち直 り、

幸せ ん なる ご と、 国 は、 い ろん な こ とせ ん といか ん た い。

0 4 1番 目の約束

子 ど もの権 利 が 実現 で きるごつ 、 国 は、法 律 や他 の 国 との約 束 を守 らん といか ん った い。
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